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～一般入学者選抜で280名募集～ 

今年度の入試に関して、募集人数が発表され、山本高校は

２８０名（７クラス）の募集です。 

今年度は３月に１回のみの入試になりますが、本番まで２

か月半の期間がありますので、中学校の授業を大切にしなが

ら、今一度、基礎的内容を確実に身に着けるともに、応用的な力も養成するようにしてください。 

今年は、寒暖の変動が激しく風邪などをひきやすいかもしれません。くれぐれも体調管理に気をつけて頑張ってく

ださい。皆さん一人ひとりが進路希望を実現できるように祈っています。 

 

一般入学者選抜  募集人員  ２８０名  

◆出願期間  ３／３（木）、３／４（金）、３／７（月） 最終日は午後２時まで  

◆学力検査  ３／１０（木）  合格者発表 ３／１８（金） 

◆国・数・英の学力検査問題の種類…Ｂ 問題（標準的問題） ＊理・社は共通問題 

◆学力検査の成績及び調査書の評定にかける倍率のタイプ…Ⅱ型（学検:1.2倍、調査書:0.8倍 ６:４） 

◆山本高校のアドミッションポリシー 

本校は、創立以来の「自主・自律」を重んじる伝統のなかで、広い教養を身につけるとともに、思いやりの心や

人権尊重の精神など、豊かな人間性を育む教育を目標にしています。普通教科を、知的好奇心を持って幅広く学習

することを通して、自己実現を図ろうとする生徒を歓迎します。 

１） 本校志望の意志が強く、入学後も進んで勉学に励み、身につけた学力で進路を切り開いていく意欲のある生徒。 

 ２） 得意分野を伸ばすだけでなく、苦手なことにも努力して取り組むことにより、自分を高め、より高い目標に向かってチャ

レンジしようとする生徒。 

 ３） 部活動、学校行事、HR活動、地域との交流などに積極的に参加し、そのなかで仲間とともに成長しようとする意欲のあ

る生徒。 

４） 規則正しい生活ができ、将来、社会人として自立し、社会に貢献できるための必要な知識や態度を身につけるために、学

校生活を地道に前向きに送ろうとする意志を持った生徒。 

フロム山高 



 

 

２年生が１０月２８日（水）～３１日（土）の３泊４日で沖縄・本部方面への修学

旅行に行きました。その様子を紹介します。 

１日目（10月28日） 伊丹空港から大阪を出発。沖縄那覇空港には昼前に到

着。全員で昼食後、バスに揺られて古宇利島に到着し、古宇利大橋やオーシャンタワ

ーからの絶景を楽しんだ後、クラス写真撮影をしました。その後、公民館で民泊の入

村式を行いました。沖縄踊りの見学、生徒代表挨拶のあと、お世話になる農家のお父

さんお母さんと対面し、71軒のおうちに分かれていきました。  

２日目（10月29日） この日は民泊先のご家庭でいろいろな体験をしま

した。農作業の手伝い、島の観光スポット巡り、沖縄のお菓子作り、三線体験・・

などなど、それぞれの農家のお父さんお母さんが考えてくれたメニューで島の生

活や人々と触れ合いました。夕方に羽地公民館に集合、退村式を行いました。た

った1日でしたが、民泊先のお父さんお母さんやご家族の方との絆は確実に深

まったようです。別れを惜しみながら、ホテルに移動し、2日目は終了です。 

 

３日目（10月30日）  この日は体験メニューのコース毎に分かれて1日を過

ごしました。ジンベイザメと泳ぐふれあい体験、青の洞窟体験、ダイビング、シーカヤ

ックなどのマリン体験、琉球ガラス、貝細工、マリンクラフトなどの制作体験など、大

阪では味わえない、ひょっとすると一生で最初で最後かも知れない貴重な体験をしまし

た。夜は、「学年レク」で盛り上がりました。        初めてのダイビング！ → 

４日目（10 月31 日） 最終日は「タクシー研修」朝にホテルを出発して、夕方

に那覇空港に到着するまで、各班であらかじめ考えた観光コースや昼食メニューに沿っ

て、タクシーで巡りました。アメ

リカンビレッジ、パイナップルパ

ーク、那覇国際通りなどが人気ス

ポットでした。美ら海水族館に行

った班もありました。すべての班が、那覇空港ロビーに遅れることなく集合し、沖

縄を後にしました。そして、定刻通りに伊丹空港に到着しました。 

天候にも恵まれ、さまざまな体験をとおして、沖縄の自然・文化・人々と大いに触れ合い、また高校生活最大の思い出を作ることのでき

た修学旅行でした。 

↑教わった三線を披露する（退村式） 

↑古宇利島の観光スポット「ハートロック」 

 



山高で頑張った！部活動 吹奏楽部編  

吹奏楽部は今年で６０年を迎える伝統のクラブです。春の定期演奏会や、文化

祭の演奏会が大きな行事ですが、地域の皆さんへとの交流演奏会も積極的に行

っています。また、夏の吹奏楽コンクールで「金賞」をとる事を目指して日々練習

を重ねています。去る12月15日に、八尾市立の幼稚園（山本、東山本、西山本、

北山本の 4 園）の園児の皆さんを本校体育館に招いて「クリスマスコンサート」を

行いました。２年生の曽根寿果 さんに感想を語ってもらいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業探訪  
 
 
授業探訪 ～３年 化学～ 
山本高校では、生物や化学の授業でたくさんの実験を取り入れています。今回は、

３年化学の「稲わらからの紙づくり」の実験の紹介をします。稲わらを水酸化ナト

リウムの溶液で炊き、繊維質以外の成分を溶かします。こうして得られた繊維を漂

白剤で漂白します。白くなった繊維を桶に入れて、水中で十分に分散させます。そ

れを紙漉き器ですきます。乾燥させると紙の完成。厚さや形は少しビミョーですが、

それが味わいです。全員がハガキ大の紙を作りました。（これで年賀状をかくのかな？）水酸化ナトリウムがタンパク質などを溶かす作用、

塩素の漂白作用、セルロースの性質などこれまでに学んだ化学の知識が、紙づくりに生かされている事を学びました。 

（材料の稲わら）         （紙すき）             （完成した紙） 

「クリスマスコンサートを終えて」      ２年 曽根 寿果（東大阪市立石切中学出身） 

 「クリスマスコンサート」の当日は100人以上の可愛らしい園児の皆さんが来てくれて、部員全員で楽しく演奏

し、無事コンサートを終えることができました。でもそのためには事前に、演奏会で園児のみなさんに楽しんでもら

えるようにいろいろな事を考えなければなりませんでした。「幼稚園の子どもたちはどんな曲を知っているのだろう」

「どんな演出をしたら楽しんでくれるのだろう」・・・昨年の事を振り返ったり、小さいきょうだいのいる部員の意見

を聞いたりして、いろいろ悩みました。みんなで悩んだ結果、今回はクリスマスコンサートなのでクリスマス感をだ

すために、全員がサンタの帽子をかぶり、曲目もクリスマスらしく「レット・イット・ゴー」「妖怪体操第2」「赤鼻

のトナカイ」の3曲を演奏することにしました。また、私たちは楽器が好きなので、子どもたちにも楽器に興味を持

って欲しいので、曲間で、各パートごとに楽器紹介をすることにしました。演奏会の終わりには部員の代表がサンタ

クロースに扮装して、園児のみなさんにプレゼントを渡すことにしました。本番では、園児のみんなが演奏に合わせ

て大きな声で歌ってくれたり、踊ってくれたりして、一体感を味わえました。また、サンタクロースの登場シーンで

は本当にうれしそうな顔をしてくれました。演奏会の終わるころ、充実感で笑顔になっている自分に気づきました。 

 このような行事は、みんなの意見をまとめながら一から考えなければならないので、しんどいこともありますが、

演奏を聴いてくれた人の笑顔を見ると、頑張ってよかったと心から思うことができます。これからも、聞いてくれる

人に楽しんでもらえるような演奏ができるように精一杯努めていこうと思いました。 

 山本高校吹奏楽部は、来年4月10日(日)に八尾プリズムホールで「第40回定期演奏会」を開催します。興味の

ある方は是非お越しください。 



H28年度入試中間報告  山高生健闘中!! 
（推薦入試 １２月１８日現在までの状況 現役生延べ人数） 

大学・短大の入試シーズンが始まりました。推薦入試の結果がほぼ出そろいましたので、その一部をお知らせします。 

大学  京都外大（２）、龍谷大（３）、大阪経済大（６）、追手門大（５）、大阪大谷大（２）、大阪学院大（１）、大阪芸術大（１）、 

大阪工業大（４）、大阪産業大（２）、大阪樟蔭女子大（６）、大阪女学院大（１）、関西医療大（２）、関西外国語大（３）、 

関西福祉科学大（２）、近畿大（３５）、四条畷学園大（１）、四天王寺大（１）、摂南大（１６）、太成学院大（看護）（１）、 

帝塚山学院大（２）、常磐会学園大（１）、関西国際大（１）、甲南女子大（１）、武庫川女子大（１０）、畿央大（２）、帝塚山大（３） 

短期大学  武庫川女子大学短大部（８）、大阪キリスト教短期大学（５）、常磐会短期大学（３）白鳳短期大学（看護、１）、大阪成蹊

短大（１）、近畿大学短大部（１）、京都文教短大（１）、大阪国際短大（１）、大阪女子短大（３）、四天王寺大短大部（６）、 

神戸女子短大（１） 

看護専門学校  大阪医療センター付属看護専門学校（１）、大阪南医療センター付属看護専門学校（２）、松下看護専門学校（１） 

関西医科大学付属看護専門学校（１） 、大阪警察病院看護専門学校（２）、大阪病院付属看護専門学校（旧厚生年金）（１） 

年が明けると、センター試験、私立一般入試と入試の本番を迎えます。冬休み中も大勢の山高3年生が講習等に参加

して頑張っています。きっと、希望進路を実現してくれるでしょう。 

 

山本高校の進路サポート体制 
入学時の進路意識調査では約５０％の生徒の進路希望は未定です。高校に入

学したばかりなので仕方がないのかもしれません。しかし、３年の４月には７

５％以上の者が大学・短大への進学を希望するように変化します。山本高校で

の進路実現のための支援とさまざまな学びを通じて進学への意識が高まりま

す。山本高校では3年間を通じて「自分磨きの旅」をサポートします。 

 

お問い合わせはこちらへ   普段の学校の様子はＨＰの「フロム山高」で紹介しています。 
 

山本高等学校  ☎ 072-999-0552  fax 072-999-4374   

〠581-0831  八尾市山本町北1丁目1番４４号   

HPアドレス   http://yamamoto-shs.ed.jp 

◆ スタディサポート（全学年）を年2回実施し、学力と学習習慣をチェックします。 

◆ ＰＴＡ主催 休日講習（3年希望者対象外部講師）で校内講習を補っています。 

◆ 1年生から進路について考える機会を数多く作り、継続的できめ細かな進路指導を行っています。 

◆ 進路講演会や大学見学会の機会を通じて、モチベーションアップをはかります。 

◆ 進路指導室では担当の先生が常駐しているので、いつでも、誰でも進路の相談ができます。 

速報 

http://yamamoto-shs.ed.jp/

